
追高＝一人ひとりが主役の学校
　追分高校は、少人数だからこそ、強い絆で結
ばれた仲間と出会え、誰もが主役になれる学校
です。
　追分高校の教職員は、生徒一人ひとりをかけ
がえのない存在として認め、３年間かけて、自
律した18歳に育て上げます。

追高＝一人ひとりを伸ばせる学校

見
学
旅
行

　
10
月
25
日
㈫
～
28
日
㈮
、
２
年

生
が
関
西
方
面
へ
見
学
旅
行
に
行

き
ま
し
た
。

　
感
染
症
対
策
を
行
い
、
検
温
、

消
毒
、
黙
食
の
旅
行
で
し
た
が
、

生
徒
た
ち
は
歴
史
あ
る
建
造
物
等

を
見
学
し
ま
し
た
。

　
１
日
目
は
、
神
戸
港
到
着
後
、

京
都
へ
移
動

し
金
閣
寺
を

見
学
し
嵐
山

を
散
策
し
ま

し
た
。

　
２
日
目
は
、

清
水
寺
を
見

学
し
、
京
都

へ
自
主
研
修
に
出
か
け
ま
し
た
。

　
３
日
目
は
ハ
ロ
ウ
ィ
ン
一
色
の

Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
楽
し
み
ま
し
た
。
午
後

か
ら
は
大
阪
へ
自
主
研
修
に
出
か

け
た
班
も
あ
り
ま
し
た
。

　
４
日
目
は
薬
師
寺
で
僧
侶
の
説

法
に
大
い
に
盛
り
上
が
り
、
奈
良

公
園
で
鹿
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
た
。

　
充
実
し
た
３
泊
４
日
を
過
ご
し

北
海
道
へ
戻
り
ま
し
た
。

地
域
清
掃
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　
10
月
21
日
㈮
、
１
年
生
が
地
域

清
掃
を
実
施
し
ま
し
た
。
追
分
高 

校
で
は
春
は
３
年
生
、
夏
は
２
年

生
、
秋
は
１
年
生
が
地
域
の
清
掃

を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
日
は
各

学
年
で
行
う

地
域
清
掃
の

締
め
く
く
り

で
す
。
秋
の

終
わ
り
の
暖

か
さ
が
残
る

日
で
、
１
年

生
は
３
方
面
に
分
か
れ
て
ゴ
ミ
拾

い
に
出
発
し
ま
し
た
。

　

ゴ
ミ
拾
い
を
終
え
て
学
校
に

戻
っ
た
生
徒
た
ち
は
、
通
学
路
が

き
れ
い
に
な
っ
て
良
か
っ
た
と
話

し
て
い
ま
し
た
。
地
域
清
掃
活
動

を
通
し
て
、
地
域
の
環
境
美
化
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
養
う
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

救
命
救
急
講
習
開
催

　

10
月
28
日
㈮
、
１
年
生
が
救

命
救
急
講
習
を
受
講
し
ま
し

た
。
応
急
手
当
や
救
命
処
置
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。
そ
の

後
、
消
防
の
方
の
指
導
を
受

け
、
心
肺
蘇

生
法
や
Ａ
Ｅ

Ｄ
の
使
い

方
、
負
傷
者

を
移
動
さ
せ

る
方
法
の
実

習
を
行
い
ま

し
た
。

お
知
ら
せ

　

12
月
16
日
㈮
、
体
育
大
会
の

後
、
追
分
高
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
花

火
を
上
げ
ま
す
。
詳
細
は
決
定

後
、
学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知

ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
天
候
に
よ

り
日
程
が
変
更
さ
れ
る
場
合
も
、

学
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

12
月
の
行
事
予
定

８
日
㈭

　
就
職
ガ
イ
ダ
ン
ス
（
２
年
）

14
日
㈬

　
職
業
ガ
イ
ダ
ン
ス（

１
・
２
年
）

16
日
㈮

　
・
体
育
大
会

　
・
花
火

22
日
㈭

　
・
全
校
集
会

　
・
漢
字
コ
ン
ク
ー
ル

23
日
㈮

　
・
２
・
３
年
生　
授
業
日

　
・
冬
季
休
業
（
～
１
月
16
日
）

追 分 高 校 で す
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▶皆さんのご意見をお寄せください◀
北海道追分高等学校（☎・FAX ㉕ 2555）

〒059−1911　安平町追分本町７丁目８番地
ホームページで「追高の今」をご覧ください。
【http://www.oiwake.hokkaido-c.ed.jp/】
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